
５－４ 令和 7 年度公民館の概要・事業報告 

中央公民館 

◇運営の基本方針 

中央公民館は、主に社会教育に係る学習関連の情報収集・提供と公民館の施設設備

の充実を基盤に、市民の学習活動の充実を図ることに主眼を置く。 

教育行政の充実と市民の生涯学習の支援体制の拡充を図ることを目的として、市内

各地区公民館、その他各教育施設の施設間ネットワークを構築し、学習機会の提供及

び専門的な学習相談の体制を整備することを目指す。 

自主事業としては、全市域を対象にした諸集会事業を開催するとともに、芸術文化、 

健康、環境など各分野に関する専門的な講座を実施する。 

 

◇重点施策 

 １ 各公民館の情報を統括し、生涯学習に係る情報の収集・提供窓口としての機能の充

実を図る。 

２ 学習サークルの成果発表、サークル間の交流、地域参加の拠点として施設・設備の

整備充実、有効利用を図り、公民館機能の充実を目指す。併せて芸術・文化創造の高

揚に寄与する。 

３ 市民の多様な学習要求に応える、高度で専門的な講座の開設及び現代的課題に対応 

した事業を企画し実施する。 

 ４ 地域の人材の積極的な活用を進めるとともに、社会教育に関する指導者とボランテ 

ィアの養成及び職員の専門的知識修得の中心機関としての機能の充実を図る。 

 

◇重点事業 

 １ 文化推進事業 

 ２ 学習支援事業 

 ３ 教養講座 
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     主  査     篠 原 将 典 

主  任     小 谷 啓 敏 
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     <事業担当> 

     担当課長（兼務） 角 田 尚 之 

     主  査（兼務） 大 澤 恵 太（社会教育主事） 

     主  任（兼務） 城 田   徹 

     主  任（兼務） 岩 本   一（社会教育主事） 
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（環境整備・情報提供・会議・研修・支援事業など） 

№ 事 業 名 対 象 館 内     容 

1 公民館施設・設備の 

整備（主なもの） 

 
※掲載は一部。 
※簡単な修繕について
は、各地区公民館の職員
で編成する修繕班で対
応している。 

中央公民館 ・粕壁市民センター中央監視装置システム

等交換修繕 

・粕壁市民センター職員通用口扉修繕 

内牧地区公民館 ・内牧市民センター１階講堂空調機更新修

繕 

豊春地区公民館 ・豊春市民センター講堂舞台吊物設備修繕 

武里地区公民館 ・武里市民センター実習室給湯器修繕 

豊野地区公民館 ・豊野市民センター1階ロビー照明器具交

換修繕 

武里南地区公民館 ・武里南地区公民館調理室空調機交換修繕 

・武里南地区公民館調理室給湯器修繕 

武里大枝公民館 ・武里大枝市民センター研修室空調機交換

修繕 

庄和市民センター

（正風館） 

・庄和市民センター正風館リノベーション

工事 

№ 事 業 名 内       容 

２ 公民館学習情報 

提供事業 

地区公民館と中央公民館、また、地区公民館同士の連携調整を

図り、公民館だより、月間事業予定、利用サークル、講師人材

情報、教材・機材情報などの各種学習情報提供を効果的に行う。 

３ 公民館関係団体支援 学習相談、団体運営相談・指導・援助、各種情報提供、団体間

交流促進など。 

４ 公民館関係資料調査 

     及び収集 

学習情報の提供に資するための、各種資料の収集・整理を行う。 

社会教育課及び視聴覚センターと連携。 

５ ホームページ等の 

作成 

春日部市ホームページ上の情報の更新、公民館新着情報（ブロ

グ）の作成など 
 



№ 事 業 名 発行日 発行部数 名   称 内  容 

６ 

    

各種公民館関係資

料の作成・発行 

 

７/１ 

 

 

 

１３０部 

 

ホームペ

ージ掲載 

令和７年度 

春日部市の公民館 

(令和７年度事業計画・ 

令和６年度事業のまとめ) 

事業計画・事

業報告・利用

状況など 

６/１ 2 部 

×16 館 

ホームペ

ージ掲載 

令和７年度 

春日部市公民館利用団体一覧 

・活動内容別 

・公民館別 

(閲覧用及び職

員内部資料用) 

平成７年度より継続 
春日部市民戦争体験記「語り

継ぐ平和への想い」の頒布 

中央公民館

窓口で頒布 
 

№ 事 業 名 期 日 回数 対象･人員 内容（テーマ） 特 記 

７ 新任職員研修会 

 

4/9 

4/11 

２ 新任職員 公民館の役割につい

て・公共施設予約 

システムについて 

・予算執行について 

 

８ 市民センター所長

会議（公民館長会

議） 

月1回 

及び

臨時 

１３ 公民館長 公民館運営に関する

情報交換・研究協

議・連絡調整 

 

９ 公民館職員会議 月1回 １２ 関係職員 情報交換・実務研修 

・貸館基準、著作権 

・実践事例報告 

・情報の共有化ほか 

 

10 

 

各種プロジェクト 随時  担当職員 ・『春日部市中央公民

館貸館基準及び判断

事例』の見直し改定

に関する検討ほか 

職員会議プロジ

ェクト企画担当 

11 修繕班 随時  担当職員 各公民館の軽易な 

修繕作業 

 

 
 



事 業 名
テ ー マ

定員 10人

ね ら い

協力機関
及び団体

4・12

会 場

ＰＲ方法

内　　　容 方法 女
回 数 総時間数 合計

6月28日(土) 9:00～17:00 １日目 1 4
音響機器について（講義） 講義
音響機器について（実技） 実技

6月29日(日) 9:00～16:00 ２日目 1 3
音響機器のセッティング 講義
リハーサル 実技
演奏オペレート実習

片付け

反省会

2日間 15時間00分 2 7

企画運営上
の　工　夫

成　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

中央公民館　１

音響操作セミナー 対 象 青少年～成人

中央公民館の機材を用いて音響操作を行うことで、参加者に音響の知識を深め
てもらうとともに、操作を体験することで、自主的に音響操作を行ってみたい
という意識付けを図る。また、今後の公民館主催事業などで、ボランティアと
して音響操作の協力を仰ぐことも目的とする。

ＰＡサークルプラグド
特　 色
位置づけ

SDGsの
目標No

中央公民館　講堂
教　 材
資 料 等

中央公民館　音響機器
講師作成資料

公民館だより6月号、広報かすか
べ6月号、今月のお知らせ6月号

受付方法
6月3日（火）から直接または電
話で中央公民館に申し込み

参加者 講師・助言者の職名
男
合計

3 ＰＡサークルプラグド

代表 中村 純子
ＰＡサークルプラグド

の皆さん

2

5

多種多様な機能を持つ中央公民館の音響機材に積極的に触れてもらうことで、
機器操作の楽しみが出てくるよう講義と実技を織り交ぜて指導いただく。
今後、中央公民館講堂の機器操作ボランティアとして活動していただけるよ
う、意識づけの配慮をする。

出席者には年配者が多かったが、女子高生が一人参加してくれたことは今後の
糧となった。彼女のコメントからは、「かなり難しかったが、楽しかったしバ
ンドも良かった。自分でもやってみたいので、またの機会がありましたらよろ
しくお願いしたい」という非常に前向きな意見が書かれており深く興味を抱い
てもらったようだ。

講堂を会場とした音楽イベントなどを開催する際、職員だけでは手が回らない
場面が多々ある。そこでＰＡサークルプラグドをはじめとする市民団体に協力
を仰ぐことが必要となる。こうした状況を背景に「音響操作セミナー」等の学
習機会を提供し、興味を持った若い人材を育成し、次世代への循環を図るため
にも、本事業は必要不可欠となってくる。

実施まで
の 経 過

3月
6月1日（日）
6月1日（日）
6月1日（日）
6月3日（火）
6月27日（金）

講師折衝
公民館だより６月号発行
広報かすかべ6月号発行
今月のお知らせ6月号発行
受付開始
前日準備

月日（曜） 時 間
合計 氏 名



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

4・11・17

会 場

女

回 数 総時間数 計

6月29日（日） 13：00～17：00 搬入・展示

7月1日（火） 10：00～17：00 一般公開 展示 52 98 

7月2日（水） 10：00～17：00 一般公開 72 130 

7月3日（木） 10：00～17：00 一般公開 78 123 

7月4日（金） 10：00～17：00 一般公開 81 138 

7月5日（土） 10：00～17：00 一般公開 114 177 

7月6日（日） 10：00～16：00 一般公開 91 188 

16：00～17：00 搬出

全７日間 46時間 488 854 

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

中央公民館　２

春日部市市制施行20周年記念
第32回春日部市民県展入選作品展

対 象 一　般

ギャラリーを活用し、市民の美術への関心と理解を高めるため、優れた作品を鑑賞する機会を
提供する。埼玉県美術展覧会入選者・入賞者等の作品を展示することで、市民の連帯意識を
深め、さらに出展者相互の交流を図る機会となることも目的とする。

春日部市民県展入選作品展実行委員会
特　 色
位置づけ

ギャラリーを使用
した美術展、実行
委員会による運営

SDGsの
目標No

中央公民館　ギャラリー
教　　材
資 料 等

作品目録

ＰＲ方法

広報かすかべ６月号
各地区公民館だより6月号
ポスター・案内はがき・ホームページ
安心・安全メールほか市公式ＳＮＳ
市役所テレビモニター

受付方法
当日会場で直接受付　　　　　　　　　　　　
入場無料

参加者

男

計

46 

58 

45 

57 

63 

97 

366 

専門的な意見を企画に反映させるため、全６部門から１3名で構成される実行委員会を組織し
た。今年度も、案内はがきとポスターを配布したほか市ホームページ、安心安全メール、市役
所テレビモニター等への掲載依頼など多方面でのPRに努めた。出品作品については、県展入
選・入賞の春日部市民すべてに出展を依頼し、日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真の６部門60
点を一堂に展示した。また、主催者として、中央公民館からのあいさつ（県展の説明）をＡ３カ
ラーで作成し、会場入り口に掲示するとともに、来場者がわかりやすいよう「作品目録」は展示
順に記載した。会期中は出展者に受付当番を依頼し、要望に応じて来場者に作品の解説をし
てもらった。さらに、受付当番（出展者）の名札を用意し相互の交流を深められるようにした。併
せて、来場者の増加を図るため、会期中に開催した「音楽鑑賞会」において開催アナウンスを
した。なお、来場者にアンケートを実施し意見・感想を募った。

市民の作品60点を展示。アンケートでは、「県展の入選作品がこんなにたくさんある春日部市
の芸術は市民の皆さまのほこりですね」「作者の方がいらして説明していただいてとてもよかっ
たです」「本展覧会（県展）に行けなかったので、こちらで鑑賞することができ、よかったです」な
どの感想があり、市民が良質な芸術・文化に触れる機会を提供できたと考えられる。

埼玉県展の開催から当事業の実行委員会第１回会議開催までタイトなスケジュールとなってい
る。県展開催日に視察兼情報収集のために県立近代美術館（北浦和）を訪問している。この際
の事務的な効率化を図るため、予め春日部市からの出展者の情報等を共有いただけないか、
県担当者との連絡調整を密にしていきたい。
県展入選者へ送付する出展意向調査のはがきについて、部門ごとに様式が異なっており、印
刷・確認作業が煩雑となっているため、様式を統一し、事務の効率化を図っていきたい。

実施まで
の 経 過

5月28日（水）
5月31日（土）
6月1日（日）
6月1日（日）
6月1日（日）
6月1日(日）
6月21日（土）

県展入選入賞者調査
実行委員会第１回会議
公民館だより6月号
広報かすかべ6月号
県展入選者へ出展依頼送付
案内はがき、ポスター配布開始

実行委員会第２回会議

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

出品者は第73回県
展入選者・入賞者
等のうち、春日部市
民の方



事 業 名
テ ー マ

定員 351

ね ら い

協力機関
及び団体

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計
7月５日(土) 14：00～16：00 「チェロとピアノで巡る音

楽の歴史」～トーク＆レク
チャーコンサート～

鑑賞 233 349

１回 2時間 233 349

企画運営上
の　 工 　夫

成　　果
参加者の
声　な　ど

課題と展望

中央公民館　３

春日部市市制２０周年記念
音楽鑑賞会「チェロとピアノで巡る音楽の
歴史」～トーク＆レクチャーコンサート～

対　象 一般

質の高い芸術作品に触れる機会を提供し文化意識の向上に資する。
春日部ゆかりの演奏家を招いての演奏会とし、地元での活動推進と、郷土意識の高揚
をめざす。

舞台演出
春日部市民劇団かざぐるま

特　　色
位置づけ

春日部ゆかりの
音楽家による演
奏

SDGsの
目標No

講堂
控室　大会議室・サークルボックス

教　　材
資料等

プログラム

ＰＲ方法

公民館だより　６月号
ポスター
広報かすかべ　６月号
LINE

受付方法

6月7日（土）から、中央公民館で整
理券(計400枚)配布
当日は整理券を持った人から先着
順に入場

参加者 講師・助言者の職名

男

計 氏 名
116 演奏者

　　横山二葉
　　(チェロ)
　　佐藤圭奈
    (ピアノ)

116

・春日部市出身の演奏者による演奏会
・地元演奏家であることを強調し、自身の生い立ちや春日部にちなんだ話を盛り込んで
もらうことで、郷土意識の向上も促す。
・公民館事業であることを出演者にも理解していただき、聴衆にも伝わるよう努力する。
・照明の操作を市民団体に依頼し、紹介、及び交流をはかる
県展入選作品展と同時開催をすることにより、参加者増の相乗効果を目指す。

参加者アンケートより
・歴史にからめて、進んでいくのは大変おもしろかった。チェロの音は頭の芯のとこに響
くかんじでいい音
・慣れ親しんだ曲で、背景などの説明も知らない事だらけでためになる豆知識となりまし
た。盛りだくさんで一曲ずつはもっと聞きたいところもありましたが、ぜひ又、じっくりとお
聴きしたいと思いました。ありがとうございました。
・ピアノの軽やかな響きとチェロの重厚な響きが心地よかった。音楽の歴史が楽しめまし
た。作曲家の一口紹介もとても面白く、関連する本など読んでみようと思いました。

・春日部市にゆかりのある演奏者であることにこだわっているが、それを無くしてしまう
と、ただの提供事業となってしまう。公民館の事業であるから、郷土色を出すことに細心
した。アンケートでは引き続き春日部出身の演奏家を期待する声もあり、公民館の意図
が定着しつつある様に感じている。演奏者をさがすための情報収集に努めることが必
要である。

実施まで
の 経 過

4月上旬
4月24日(木)
5月14日(水)
6月1日(日)

6月7日(土)
7月４日(金)

7月５日(土)

広報6月号　原稿依頼
出演者打合せ
ポスター掲示開始
広報6月号・公民館だより
6月号発行
整理券配布開始
会場設営・調律、照明仕
込み
本番

月日（曜） 時　　間
内　　　　容 方法

合計



事 業 名
テ ー マ

定 員 30名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 合計

7月12日(土) 9:00～12:00 実習 8 24

実習 10 28

8月30日(土) 9:30～12:00 実習 4 6

9月13日(土) 9:30～12:00 実習 3 6

9月27日(土) 9:30～12:00 実習 3 9

11月8日(土) 9:30～12:00 実習 2 8

11月29日(土) 14:00～16:30 実習 3 8
12月26日(金) 9:30～12:00 実習 3 9

1月10日(土) 14:00～16:30 実習 6 12
1月11(日) 11:30～16:30 実習 5 11
2月14日(土) 9:30～11:30 実習 0 3

3月14日(土) 9:30～12:00 実習 6 12

　１２回 53 136

企画運営
上の工夫

成　　果
参加者の
声など

課題と展望

中央公民館　４

年少リーダー研修会 対 象 小学５・６年生

子どもたちが、様々な体験を通して、強く、たくましく生きる力をもつきっかけに
なり、地域で活動する青少年リーダーに育ってもらうことを目的とする。

春日部市子ども会育成連絡協議会
特　 色
位置づけ

地域ボランティアと青少年
の交流を推進
春日部市内での継続的な活
動のきっかけとする

中央公民館
教　 材
資 料 等

各種体験プログラムにより異なる

ＰＲ方法
広報かすかべ６月号
公民館だより６月号

受付方法
6月1日(土)～7月1日(火)に中央公民
館へ電話またはメールで申込み

参加者 講師・助言者の職名

男

合計

顔合わせ・レクリエーション 16 角間 洋子（春日部市子ど
も会育成連絡協議会）

8月6日(水)～8日(金) 宿泊研修 18 国立那須甲子青少年自然の家

宿泊研修会のふりかえり 2 公民館職員・学生ボランティア

成果発表会準備 3 公民館職員・学生ボランティア

成果発表会 6 公民館職員・学生ボランティア

キッズフェスティバル準備① 6 公民館職員・社会教育実習生

キッズフェスティバル準備② 5 公民館職員・社会教育実習生

キッズフェスティバル準備③ 6 公民館職員・社会教育実習生

キッズフェスティバル前日準備 6 公民館職員・社会教育実習生

キッズフェスティバル本番 6 公民館職員・社会教育実習生

自然観察会 3 埼玉県生態系保護協会春日部支部

「自分の説明書を作ろう！〜
5つの色から見える“本当の

自分”～」閉講行事
6

飯田 淳司 飯田 あかね
（探求分析学認定講師）
角間 洋子（春子連）

 30時間（＋宿泊研修会2泊3日） 83

コロナ禍を経て、活動プログラムを刷新してから3年目となる。企画
については協力団体と連携を図りつつ、社会教育主事等の職員を中心
に検討し各回のプログラムについて決定。かつ、昨年までの参加者
（ＯＢ、ＯＧの中高生を含む）が引き続き市内で活動できる場を提供す
るとともに、次世代のリーダーとしての意識啓発を図る要素を散りば
めていく。

自然の家ではレクリエーションや班活動を楽しみながらも、施設の
ルールに則って規律ある生活を行い、社会性、協調性の向上を図っ
た。その後「キッズフェスティバル」の準備や本番の運営、子ども
向け事業での補助的な役割を担うなど、継続的な体験事業を展開で
きた。令和5、6年度からの継続参加者が半数以上を占めたことから、
歴年の企画運営の成果が伺えた。また、前年度に引き続き多数の大
学生ボランティアの協力を得るとともに、過去に参加した現中学・
高校・大学生の参加も多数あり、地域の青少年による継続的かつ理
想的な事業参画が軌道に乗り始めているといえる。

全国的にクマ（ツキノワグマ）出没が多発するなかで、安全を最優先し、茶臼岳登山のプログラム
の実施を見送った。今後の宿泊研修先の変更等も含め、計画を立案していく。また、宿泊研修会で
の様々な体験から学んだことの感想等を保護者に向けて発表する機会「宿泊研修成果報告会」を企
画し、研修会としての学習要素を持たせた。今後も夏季から３月までの事業実施を通じ、継続的な
体験学習の機会を提供していく。

実施まで　　　
の 経 過

6月1日(日)

6月3日(火)
7月9日(水)

公民館だより発行
広報かすかべ発行
文教大学訪問
スタッフ打ち合わせ

月日（曜） 時 間
内 容 方法

合計 氏 名



事 業 名
テ ー マ

対象 定めず

ね ら い

協力機関　　 
及び団体

SDGs
の目
標No

4.15

会 場

女

回数 総時間数 計

８月2８日（木） 10：00～17：00 8 13
８月29日（金） 10：00～17：00 17 36
８月30日（土） 10：00～17：00 70 176
８月31日（日） 10：00～15：00 13 24

１回(4日間) 26時間 108 249

企画運営上
の工夫

成　　果
参加者の
声　な　ど

課題と展望

中央公民館　５

夏休み科学展「いのちの不思議・いの
ちってなに？」

一般 定員

全国科学館連携協議会との連携により、科学館から借用した巡回展示資料を活用し
て、科学への関心と理解を深める。

全国科学館連携協議会
特　　色

位置づけ

粕壁地区公民館事業
「こども体験教室」連
携事業

中央公民館　ギャラリー
教　　材
資料等

リーフレット

ＰＲ方法
公民館だより6・８月号、広報かすか
べ8月号、ポスター、安心安全メー
ル

受付方法 事前受付なし

参加者

男

計

5

19

106

11

141

・全国科学館連携協議会から借用した巡回展示物を展示　
・展示物をこどもの目線に合わせて掲示
・テーマに沿った協力団体に講師を依頼
・ゲームを置いて体験コーナーを設置
・工作のワークショップを実施
・連携事業として粕壁地区公民館『こども体験教室「乗り物の不思議を見に行こう！」』を
実施

生命科学という難解なテーマであったが、それぞれの理解度で楽しく学習できた。ま
た、展示を見るだけでなく、体験などを通じて協力団体の皆さんと来場者の交流が生ま
れた。参加者からは、『「いのち」と聞いて、人間の命のことだと思っていたけど、人間だ
けではなく全ての生き物に命があるという事をあらためてかんがえさせられました。』「子
供向けなのではと思っておりましたが、大人にも分かりやすい説明で難しい課題も非常
に分かりやすくよかったです。ものすごく楽しめ、興味深く思いました。」との声をいただ
いた。

科学展は、身近な公民館で専門的な資料を目にすることができる良い機会として、今
後も継続していきたい事業であるが、巡回展示のテーマが次第に限られてきており、独
自にテーマを設定することを検討する時期が来ている。本市と包括的連携を組んでい
る大学等を利用して対象年齢や時節に見合う興味関心の高いテーマを、取り上げてい
くことも考えたい。

実施まで
の 経 過

R6.12月
4月～5月　　　　　　　　
8月中旬
8/28(木)
8/31（日）
9/2（火）

借用依頼書送信　
各関係機関と調整　　　　　　　　　　　　　　　　
展示物到着・展示準備
展示会開始
展示終了・搬出
展示物返却　　　　　　　　

月日（曜） 時間
内容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　　　名合計

科学巡回展「ドッキン！いのちの
不思議調査隊」「いのちってな
に？」
埼玉自動車大学校エンジンカット
モデル展示
「モーターで動く車を作ろう」
8/30　10：00～、13：00～　
(参加者：幼児～小学生45名）
「おもちゃの病院・粕壁市民セン
ター医院」8/30　10：00～15：00
（修理依頼：７件）

展示
鑑賞

・
製作

学校法人佐藤栄学
園　埼玉自動車大
学校・春日部おも
ちゃの病院



事 業 名
テ ー マ

定員 15名

ね ら い

協力機関
及び団体

4.11

会 場

女
回 数 総時間数 合計

9月13日（土） 13：30～15：00 ＬＩＮＥを使ってみよう 体験 4 6

10月11日（土） 13：30～15：00 天気アプリを活用しよう 体験 5 7

11月8日（土） 13：30～15：00 地図を見て出かけよう 体験 5 7

3回 4.5時間 14 20

企画運営
上の工夫

成　　果
参 加 者
の声など

課題と展望

中央公民館　６

教養講座　県立大学生と一緒に学ぶ
スマホ相談カフェ

対 象 65歳以上

デジタルデバイド解消のため、スマートフォン操作に不安のある高齢者を対象
に、操作の基礎を学習する機会を提供する。

埼玉県立大学ボランティアサークルや
どり木ＳＰＵbinders、市役所行政デジタ
ル改革課

特　　色
位置づけ

ＤＸ推進事業
デジタルデバイド解
消を目的とする

SDGsの
目標No

中央公民館　大会議室・多機能学習
室・アトリエ

教　材
資料等

教材は、講師・スタッフで準備

ＰＲ方法 公民館だより8月号

受付方法
8月5日（火）から電話または直接窓
口にて申込み

参加者 講師・助言者の職名

男
合計

2

2

2

6

埼玉県立大学ボランティアサークルやどり木ＳＰＵbinders、市役所行政デジタル改革
課との共催で行う。
大学生と高齢者が少人数のグループとなり、教授（講師）主導のもと大学生がスマホの
操作方法の相談に応じる。

年度を重ねて実施している本事業だが、年々スマホに対する参加者の理解度は深まって
おり、以前のように全く使い方が分からないという方は減少し、便利な機能を知り自由
に操りたいという傾向が強い。参加者のアンケートでは「趣味を生かすためのスマホの
使い方を学ばせていただきました。」「熱心に教えていただきありがとうございまし
た。」などの意見をいただいた。

包括的連携を締結している大学をはじめ、春日部市近隣の大学等と積極的に連携し、専
門の教育機関によるノウハウに基づいた学習の機会を提供したい。今後は、楽しむため
の使い方だけでなく、災害時の情報収集、電子申請など実生活に役立つ活用方法および
セキュリティ対策を考慮したデジタルリテラシーの向上にも寄与する取り組みを続けた
い。

実施まで
の 経 過

2月～4月

8月1日（金）

講師と行政デジタル改革
課による内容調整
実施日程調整
公民館だより8月号発行

月日（曜） 時 間
内 容 方法

合計 氏　　　名

埼玉県立大学 小川 
孔美 准教授
埼玉県立大学ボラ
ンティアサークルや
どり木ＳＰＵbinders
市役所行政デジタ
ル改革課職員



事 業 名
テ ー マ

定員
出演５組
程度

観覧３５１名

ね ら い

協力機関　　　
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女
回 数 総時間数 合計

9月14日(日) 8:45～12:00 リハーサル開始 鑑賞 24 119

12:30 開場

13:00 開演

16:00 終演

16:00～16:30 後片付け

16:30～16:45 反省会（振り返り）

１回 8時間00分 24 119

企画運営
上の工夫

成　　果
参加者の
声など

課題と展望

中央公民館　７

かすかべライブフェスタ2025 対 象

出演バンド：
市内で活動して
いるバンド
観覧：一般

市内で活動しているバンドに、活動の成果を発表する場を提供すると共にバンドの相互
交流の場を設けることにより、市民の芸術、文化活動の発展に寄与する。

【音響協力】ＰＡサークルプラグド 特　色
位置づけ

粕壁市民センター(中央公民館)講堂 教　材
資 料 等

プログラム

ＰＲ方法
広報かすかべ6月号、8月号
公民館だより8月号
ポスター・ブログ

受付方法

出演バンド：6月7日（土）午前9時
から粕壁市民センター（中央公民館
窓口）へ申込み。
来場者：当日先着順

参加者 講師・助言者の職名

男
合計
95 めしうま

fish & chips
ハンドクラッパーズ

THE DRINK BAR

Weed-X
出演団体全員(ﾌｨﾅ-ﾚ）

95

例年、出演バンドにより実行委員会を組織している。当日の進行等についての協議、前日
準備への協力、当日の照明操作等を各バンドに行ってもらうことで手作りのイベントとす
るほか、バンド同士がより深く関われるようにした。また、全員参加のフィナーレを実施
できるよう、打ち合わせと協力依頼をした。併せて、実行委員長とともに職員もＭＣの役
割を担い、参加者と協働する公民館事業の典型となっている。
毎年、出演希望者が多いので、本年度は抽選制とした。

抽選制を導入したことにより、運営面では無理することなく、円滑に進行がなされたと感
じている。フィナーレは、事前に情報提供を細かくすることにより、全員参加で行うこと
ができた。
アンケートでは「しろうとのバンド演奏の場があるのがよい」「日常を忘れてとても楽し
かった」との意見が寄せられた。
成果としては、参加バンド同士及びプラグドとの
交流が図られたことでバンド独自に市内でのライ
ブイベントを企画するに至っている。

アンケートによれば、バンドの活動発表・支援と
いう側面と、観覧者が楽しみたい（多くが認知し
ている楽曲を披露してほしい等）という要望との
乖離は毎回指摘されるところだが、参加バンドは
アマチュアである以上、多くを課すことはできな
い。市内で活動するバンドが集い、交流を深める
イベントとして定着させたい。

実施まで　　　
の 経 過

6月 1日(日)
6月7日(土)～
6月29日(日)
７月５日(土)
7月12日(土)
7月30日(水)
8月1日(金)

9月13日(土)

広報かすかべ6月号発行
出演バンド受付

抽選会
実行委員会
ポスター掲示開始
広報かすかべ、公民館だ
より8月号発行
前日準備

月日（曜） 時 間
内 容 方法

合計 氏 名



事 業 名
テ ー マ

特になし

ね ら い

協力機関
及び団体

4.11

会 場

女

回 数 総時間数 計

10月28日(火)

～

11月30日(日)

成　　果
参加者の
声など

課題と展望

中央公民館　８

サークル体験月間 対 象 一般 定員

中央公民館のサークル活動の促進と利用の活発化を目指す。

事業にご協力いただけるサークル
特　 色
位置づけ

サークル
との連携

SDGsの
目標No

中央公民館
粕壁南公民館

教　 材
資 料 等

教材等は、サークルで準備

ＰＲ方法
公民館だより8・10月号
ポスター・チラシ

受付方法 直接サークル活動の会場へ

参加者

男

計

・参加サークル数は30団体で昨年比で5団体増となった。また、参加者数も昨年
より多い結果となった。サークル体験に参加した方のうち、およそ６割が新た
にサークルに入会した。サークルに参加したい方のためであることはもちろ
ん、公民館職員と各サークルが関わりを持てる貴重な機会でもあるため、毎
年、実施期間を設け、継続して実施していきたい。

本年度は秋の開催となり、参加団体も参加者数も増え、新規加入を喜ぶ声も
あった。一方で周知の方法についての意見も多く、周知の方法の検討していき
たい。公民館は利用者（サークル等）あってこその施設であるため、貸館等の
やりとりにおいても単なる窓口対応だけで終わらせず、各サークルとのつなが
りを念頭に置いて業務を行うよう、すべての職員が意識すべきところである。

実施まで
の経過

 8月 1日（金）公民館だより8月号
 8月10日（日）周知・申し込み開始
9月10日（水）サークル申し込み終了
10月 1日（水）公民館だより10月号

月日（曜） 時間
内　　容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　　名合計

企画運営
上の工夫

当日の運営等は、各サー
クルに全面的な協力をい
ただく。・中央公民館の
主な施策として「サーク
ルの学習活動を支援する
ため、研修の機会、団体
の運営及び活動の相談な
ど支援体制の充実を図
る」とあり、この施策に
則る。



事 業 名
テ ー マ

定員 20名

ね ら い

協力機関　　　
及び団体

SDGs
の目
標No

4.11

会 場

女
回 数 総時間数 合計

11月8日（土） 9:00～17:00 ワークショップ 体験 12 15
(休憩1時間) 発声・体づくり・音響 演習

照明の基礎を学ぶ

1回 7時間 12 15

企画運営
上の工夫

成  果
参加者の
声など

課題と展望

中央公民館　９

演劇ワークショップ（演劇勉強会） 対 象 16歳以上

演劇を通して、芸術文化の振興と市民の教養の向上を目指すとともに、公民館
舞台機構操作研修を目的として実施する。

春日部市民劇団　かざぐるま
特　色
位置づけ

ワークショップ

粕壁市民センター（中央公民館）
教　材
資料等

ＰＲ方法
広報かすかべ10月号
公民館だより「桐のまち」10月号
ポスター掲示・市SNS

受付方法
10月4日(土)～25日(土)に直接ま
たは電話で中央公民館へ申込み

参加者 講師・助言者の職名

男
合計
3 春日部市民劇団

かざぐるま

3

・昨年度に引き続き、市内で活動する市民劇団を講師に呼び「演劇」のワークショッ
プを実施する。当館では「音響」の操作セミナーは開催しているが、「演劇」に付随
する「照明」についての操作研修は単独実施していないため、公民館舞台機構に接し
てもらう機会を設けることも目的として実施する。
・演劇についての学習として、1日で発声・体づくり・音響・照明の基礎を学ぶ。
・歴史ある劇団の立ち稽古を実地で見学し、演劇について親しみをもってもらう。
・昨年度は粕壁地区公民館事業として実施したが、今年度は中央公民館事業とし、広
く実施を広報する。

・大変感動しました。驚きの連続でした。有意義な一日を送ることができました。各
スタッフが懇切丁寧に色々と説明してくださり、舞台が壮大な総合芸術であることの
各スタッフが懇切丁寧に色々と説明してくださり、舞台が壮大な総合芸術であること
の端を伺い知ることができました。また、企画運営も素晴らしかったと思います。本
当にありがとうございました。
・まったくの初心者ですが、ずっと興味があったので楽しかったです。奥深さを感じ
ました。
など、参加者からは好評であった。

広報、公民館だより、SNS等の告知を行ったにも拘わらず、昨年度より参加人数は少な
かった。昨年度と同時期に実施しているが減少している。当館の設備を使ってこそで
きる講座なので、今後も継続実施できるよう、人数減の原因を講師と話し合い、運営
方法を検討する必要がある。

実施まで　　　
の 経 過

7月
10月1日(水)

10月4日(土)
10月25日(土)

講師打ち合わせ
広報かすかべ10月号発
行、公民館だより10月号
発行、ポスター各公民館
へ配布
申込受付開始
申込締切

月日（曜） 時　間
内　　　容 方法

合計 氏 名



事 業 名
テ ー マ

定員 設けず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・10
11・17

会 場

女
回 数 総時間数 合計

12月2日(火) 13：00～17：00 一般公開 展示 22 39 

12月3日(水) 9：00～17：00 一般公開 鑑賞 88 149 

12月4日(木) 9：00～17：00 一般公開 79 121 

12月5日(金) 9：00～17：00 一般公開 46 82 

12月6日(土) 9：00～17：00 一般公開 83 154 

12月7日(日) 9：00～16：00 一般公開 67 118 

６日間 45時間00分 385 663 

12月4日(木) 10：00～12：00
障がいのある子の
親なきあとセミナー

講演 158 

12月6日(土) 14：00～16：00 ハートフルコンサート 鑑賞 41 83 

企画運営上
の 工　夫

成　　果
参 加 者
の声など

課題と展望

中央公民館　10

第９回共に生きよう！フェスティバル
（第11回 春日部市 障がい者作品展）

   対象 成人一般

普段交流する機会の少ない市内の障がい者同士が美術、工芸作品などの展示、鑑賞を
通じて交流することにより、市民の間に広く障がい者の福祉についての関心と理解を
深めるとともに、障がい者が社会、経済、文化、その他あらゆる分野の活動に積極的
に参加する意欲を高めることを目的とする。

共催　春日部市(障がい者支援課)
特　 色
位置づけ

令和７年度障害者
週間期間中の開催

中央公民館　ギャラリー
教　 材
資 料 等 作品目録

ＰＲ方法

作品公募　　　公民館だより10月号
　　　　　　　　　広報かすかべ10月号
　　　　　　　　　市内全事業所に案内
展示会開催　　ポスター
　　　　　　　　　 広報かすかべ11月号
                     市公式SNS

受付方法

出品募集（10/1～10/31）
応募用紙は各公民館、障がい者支援課
で配布。受付は中央公民館で。
展示会見学は直接中央公民館へ。

参加者 講師・助言者の職名

男
合計

17 

61 「虹色」

42 ヘルマンハープ「風の音」

36 

71 「虹色」

51 

278 

(男女別のカウントなし)
主催：春日部市身体障
害者福祉会

42 
主催：障がい者支援課
出演：つづら薫 つづらかや

例年どおり、「共に生きようフェスティバル」の展示の部として開催した。一般公募する
ほか、市内の障害者施設（障がい者支援課より案内発送）に直接、案内を送付し出展依頼
をした。希望する団体には会場内での手作り品の販売も可能とした。また、障害のある方
によるミニコンサートを開催した（フォークデュオ「虹色」、「ヘルマン・ハープ風の
音」）。なお、展示運営に際しては中央公民館職員と障がい者支援課職員で受付を分担。
ステージの部として行われたハートフルコンサートでは、職員が進行、照明とカゲアナ。
文教大学の実習生が受付と舞台演出の協力をした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

22団体、個人５名の参加があり660名以上の来場があった。障
がい者週間中に当館にて行われる事業を統合して「共に生き
よう!フェスティバル」と称することによって相乗的な広報を
行うことができた。
［以下参加者アンケートより］
・毎年楽しみに見に来ています。毎年アイデアがすごい‼と思
います。ずっと続けて欲しいです。
・子供二人が別々の放デイに通っていますが、毎年、出展さ
れてて、もう８年くらい? 上の子が高３で、もう放デイ卒
業。ラストなので今年は涙が出てしまいました。
・本当にフェス続けてくださり、ありがとうございました。
これからも続けてください。楽しみの一つです。

参加団体数、観覧者数ともに微減となったが、初めて参加する人もいて、継続することが
大切と感じた。物品販売が少なかったことから、展示と併せた販売も可能である旨、一層
の周知が必要である。

実施まで
の 経 過

7月24日(木)
９月中

10月1日(水)
10月31日(金)
11月1日(土)

１１月21日(金)
11月30・12月2日

担当者打合せ
市内事業所あて通知(支援課)

ミニコンサート出演者連絡調整

ポスター作成
作品募集開始
作品応募締切
広報かすかべ11月号
（開催案内）
参加団体打合せ会
作品搬入

月日（曜） 時 間
内 容 方法

合計 氏　　　名



事 業 名
テ ー マ

定員
各ブース
により

制限あり

ね ら い

協力機関
及び団体

4.11

会 場

女
回 数 総時間数 合計

1月11日（日） 13:00～16:00 体験 173 327

１回 3時間 173 327

企画運営
上の工夫

成　　果
参 加 者
の声など

課題と展望

中央公民館　11

キッズフェスティバル 対 象 小学生まで

こどもたちにものづくりの場を提供するとともに、幅広い年齢間の交流を図り、社会性
や感性を育む。また、７月から実施している「年少リーダー研修会」のプログラムとし
て位置付け、年少リーダー研修会参加者が事業運営や地域活動を体験する場とし、一つ
の事業を作り上げる機会を提供する。併せて、公民館利用者等に協力を仰ぎ、公民館活
動の成果を還元する機会とする。

協力：春日部市こども会育成連絡協
議会、中央公民館利用サークルほか

特　　色
位置づけ

年少リーダー研
修会の一環

SDGsの目
標No

中央公民館　講堂、大会議室
教　材
資料等

教材は、講師・スタッフで準備

ＰＲ方法

公民館だより12月号、広報かすかべ12
月号、市公式ホームページ、SNS掲載、
チラシの配布（地区内小学校、こども
の遊び場など）

受付方法 申込み不要

参加者 講師・助言者の職名
男
合計

154

154

例年「年少リーダー研修会」のプログラムの一環としており、児童・生徒が運営スタッ
フとして当日のブースを担当。事前に複数の準備日程を設け、出し物の企画、制作時間
を確保した。未就学児～小学生までどの年齢層も楽しめるような内容とし、ブース運営
に必要な道具は段ボールやペットボトル等の廃材を活用して制作した。

十分な準備期間を設けたことに加え、学生ボランティアや社会教育実習生、各団体の献
身的な協力を得たことで、万全の態勢で事業を実施することができた。年少リーダーの
「遊びの広場」ブースでは、積極的に来場者を呼び込む姿や未就学児・低学年児童に遊
び方をレクチャーする様子が見受けられた。また、春日部市子ども会育成連絡協議会の
協力により会場全体を対象とした「バンブーダンス」を行い盛況となった。えほんの読
み聞かせ会は、小さなお子さんをお連れのご家族に楽しんでいただけた。参加者からは
「簡単な遊びが多かったので小さい子でも楽しめました。皆さんのこども達に対する対
応も良かった」「こどもがいろんな体験をすることができた」などの感想があった。

実施時期や実施形態が確立され、多くの参加者が集う事業となっている。年少リーダー
研修会参加者の活動機会の一環であるという特色を維持しつつ、公民館利用団体の活動
成果を還元してもらう機会の一つとして、引き続き良好な実施内容を検討して実施して
いく。今回、メイン会場とは別のフロアでえほん読み聞かせ会を行ったが、えほん読み
聞かせ会へ向かう人が少なかったため、会場の変更や多くのブースを楽しんでいただけ
るような動線作りを行いたい。

実施まで
の 経 過

11月～12月
11月8日(土)
11月29日(土)
12月1日(月)

12月26日(金)
1月10日(土)

講師折衝
第1回準備
第2回準備
広報かすかべ12月号
公民館だより12月号
第3回準備
第4回準備
前日準備

月日（曜） 時 間
内 容 方法

合計 氏　　　名

(１）年少リーダーによる企画
「遊びの広場」
サモサモパニック、おでん
シューティング、ビーチボール
☆ストライク、ゴキブリハン
ター改、魚釣りゲーム「粕壁釣
り堀センター」、バンブーダン
ス
（２）公民館企画
①マジックショーと体験　
②バルーンアート制作
③ロゼットキーホルダー
　制作
④卓球バレー体験
⑤えほん読み聞かせ会

年少リーダー研修参加者
春日部市子ども会育成連
絡協議会 角間 洋子
文教大学社会教育実習生
学生ボランティア（文教
大学）
春日部マジッククラブ
庄和チャレンジ隊
鈴木さくら
春日部市身体障害者福祉
会卓球バレー部
春日部市中央図書館



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

1月17日(土) 10:00～11:30 公民館の説明、利用協議 協議 16 36

情報交換

11:30～12:00 陶芸窯の説明、利用協議 協議

情報交換

１回 ２時間 16 36

企画運営
上の工夫

成　　果
参 加 者
の声など

課題と展望

中央公民館　12

中央公民館利用者協議会
陶芸窯利用者のつどい

対 象
公民館利用者及び
利用予定者

利用者同士の交流の場とし、公民館とともに公民館のよりよい運営を模索する
ものとする。

特　　色
位置づけ

公民館利用サーク
ルの交流と意見交
換の機会とする

中央公民館　大会議室
教　材
資料等

公民館利用のてびき
利用者会議資料
公民館へのご意見・ご要望
春日部市公民館利用団体票

ＰＲ方法
公民館だより１２月号掲載
館内にポスターを掲示
窓口でチラシを配布

受付方法
直接会場へ
（自由参加）

参加者 講師・助言者の職名

男

計

20

20

開会後、すべてのサークルに自己紹介をしてもらい、活動内容等を差し支えな
い範囲で紹介してもらい、参加者同士の交流のきっかけを生み出すよう工夫し
た。また、社会教育法にもとづく公民館の役割を踏まえたうえで、学習の成果
を地域に還元することや、様々な事業に参画することなどの重要性を理解して
もらうための解説の時間を設けた。陶芸窯利用者については、利用方法を改め
て周知するとともに、倉庫等の適正利用について改めて理解いただくよう、職
員とともに倉庫の確認を行った。

単なる利用方法や予約手続き方法の説明のみではなく、利用者と職員の関係性
を構築できるよう自己紹介や、公民館の役割に関する説明、主催事業への協力
等についてお願いする時間に重点を置いた。自己紹介のなかで、「サークル体
験月間」に参加したことにより新規メンバーが加入したとの発言もあった。併
せて、各サークルの活動日程の分散化を提案する意見等もあった。今後も、地
域の拠点施設である公民館として、できる限りのサークル支援を継続し、各
サークルが良好な運営を継続できるように努めていく。

公民館を使うだけではなく、学んだ成果を地域に還元するため、まずは利用者
が充実した公民館活動を行えるよう支援をすることが不可欠であるが、自己紹
介の発言から、発足から20年、30年と歴史を経て継続しているサークルが多数
あることも伺えた。各サークルが深みを増し、歴史を紡いでいく過程を支援で
きるよう、公民館職員としての意識を持ちながら、日頃から窓口等での対話を
意識し、関係性を構築していきたい。

実施まで
の 経 過

12月1日(月) 公民館だより12月号掲載
窓口にて通知配布
館内ポスター掲示

月日（曜） 時 間
内 容 方法

合計 氏　　　名



事 業 名
テ ー マ

なし

ね ら い

協力機関
及び団体

4・11・13

会 場

女
回 数 総時間数 合計

3月5日(木) 9:00～17:00 9 22
3月6日(金) 9:00～17:00 9 17
3月7日(土) 9:00～17:00 7 41
3月8日(日) 9:00～17:00 11 79
3月10日(火) 9:00～16:00 5 13

１回(5日間) 39時間 41 172

企画運営
上の工夫

成　　果
参 加 者
の声など

課題と展望

中央公民館　13

企画展示会 水害記録写真展
～身近な水害をかんがえる～

対象 一般 定員

多発する自然災害への理解を深め、防災意識の高揚を図る。例年、東日本大震
災の発生した時期に合わせ、春日部市での災害対策の意識を醸成する。

国土交通省利根川上流河川事務所
（パネル貸与）、常総市（写真提
供）、春日部市郷土資料館

特　色
位置づけ

粕壁地区防災
研修会と同時
開催

SDGsの
目標No

中央公民館 ２階 ギャラリー
教　材
資料等

利根川上流河川事務所『カスリーン台風水
害記録写真』
常総市「『忘れない ９.１０』平成２７年
９月 関東・東北豪雨 常総市災害記録」よ
り写真16部（データ提供）
配布資料「カスリーン台風を知っています
か？」（春日部市郷土資料館ブログより）

ＰＲ方法
公民館だより２月号
来館者向けポスター
及び案内表示

受付方法 当日会場受付

参加者 講師・助言者の職名

男
合計
13
8
34
68
8

131

時節に合わせて、市民が高い関心を持つと想定される題材を取り扱う。防災へ
の意識啓発を図る展示物（パネル等）を無料で借用できる提供元に協力を依
頼。過去２年間は、より多くの来館者に気軽に観覧してもらえるよう１階メ
ディアホールにて自由観覧形式で開催したが、今年度は、利根川上流河川事務
所流域治水課及び常総市役所秘書課の協力を得て多数の貴重な展示物を借用し
たため、展示環境が整った２階ギャラリーを会場とした。

来場者のアンケートでは、「今後の水害に備えて非常用の物を
手配しておきたい」、「鬼怒川の堤防決壊による水害の状況が
克明に整理されていた」、「身近なカスリーン台風のことを再
認識し、防災に対する意識が高まった」などの感想が寄せられ
た。また、「学生の頃、杉戸で水害に遭い、関連の写真がある
かもしれないと足を運んだ」といった記載もあった。春日部市
において実際に想定しうる「水害」への関心の高さが伺えた。

今回新たに常総市の協力を得た企画を実現できたが、写真展示が主となったた
め、今後は、当事者や有識者による講話などの機会を設けていきたい。また、
展示期間中に「粕壁地区防災研修会」企画し、公民館だよりや２３自治会長等 
地区内に広くしたことで、防災学習の機運を高め、多数の地域住民に企画展を
観覧してもらうことができた。地域の拠点施設である公民館にとって、防災を
主題とした取り組みを展開することは重要である。今後もより効果的な内容を
企画し地域に向け提供していきたい。

実施まで
の 経 過

11～1月
11月25日(火)

12月19日(金)

2月27日(金)
2月28日(土)
～3月4日(水)
3月11日(水)

関係各所と打ち合わせ
常総市あて写真提供依頼
書提出
利根川上流河川事務所あ
て写真パネル借用書提出
写真パネル借用
展示・準備

片付け・写真パネル返却

月日（曜） 時間
内　　　　容 方法

合計 氏　　　名

カスリーン台風水害記録
写真及び平成２７年９月 
関東・東北豪雨における
常総市の被害状況記録写
真の展示

展示
鑑賞



事 業 名
テ ー マ

定員 なし

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 合計

5月10日(土) 9：00～11：00 第1回 6 18

7月4日(金) 9：00～11：00 第2回 9 12

9月12日(金) 9：00～11：00 第3回 5 15

11月8日(土) 9：00～11：00 第4回 7 10

1月16日(金) 9：00～11：00 第5回 8 16

3月7日(土) 9：00～11：00 第6回 5 9

６回 12時間 40 80

企画運営
上の工夫

成　　果
参 加 者
の声など

課題と展望

中央公民館　14

講堂機器操作説明会 対 象
公民館（講堂）
利用団体

中央公民館の講堂をコンサート・音楽会・講演等で利用するのに必要となる会
場設営や照明・音響装置の基本操作方法を習得し、利用団体が当日円滑に舞台
運営ができることを目的とする。

特　色
位置づけ

中央公民館講堂
教　材
資料等

機器説明資料

ＰＲ方法
講堂申込時に計画概要書と併せ
て「予定表」を配布し周知

受付方法
電話または直接中央公民館へ事
前申し込み

参加者 講師・助言者の職名

男

合計

12

3

10

3

8

4

40

講堂の利用に際し「催物概要書」の配布にあわせて説明会の日程を示し、操作
に不安がある団体は参加するよう呼びかける。また、都合をつけやすいよう平
日のほか土曜日にも開催日を設ける。　　　　　　　　　

参加者に音響機器や照明機器に実際に触れてもらうことで、理解を深める機会
を提供できた。「安心して本番を迎えられる」との声も多数あり、円滑な講堂
利用のために重要な講習会となっている。総じて多くの利用団体が会場設営や
照明、音響装置の基本操作方法を習得したと思われる。一方、「説明会から実
際に使用するまでに間があり忘れてしまう。」などの声もあった。

講堂の音響や照明を使用した経験があっても、次に使用するまでに期間が経っ
てしまうことで、操作方法を忘れてしまっている場合が多い。利用団体が催物
を円滑に運営できるようにするためには都度、研修を受けてもらう必要があ
る。利用団体に対し、運営が困難な状況にあっては職員も補助をするが、当初
から「頼めば職員がどうにかしてくれる」という意識ではなく「自主的に催物
を運営していく」という意識へ変容させるよう継続して支援していくことが望
まれる。

実施まで　　　
の 予 定

令和7年2月

各回開催前　

次年度の説明会開催予
定表配布開始

職員間での操作説明内
容事前確認

月日（曜） 時 間
内 容 方法

合計 氏 名

講習
実技

公民館職員

照明操作、

音響操作の

基本事項に

ついて説明



事 業 名
テ ー マ

定員

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

毎月１日発行

（毎月100部配架）

中央公民館主催事業の周知

粕壁地区公民館主催事業の周知

粕壁地区センター機能の周知

１２回

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

中央公民館　15

「今月のお知らせ」発行 対 象
公民館利用者
（来館者）

主催事業や「講堂」、「ギャラリー」を使用した催物等の情報を掲載し、公民館利用者及
び地域住民に伝達することで公民館利用を促進する。毎月のイベントを時系列に掲載
できることから、『公民館だより』と並行した公民館事業等のＰＲ手段として期待される。

講堂及びギャラリー利用団体
特　　色
位置づけ

教　　材
資 料 等

ＰＲ方法
窓口、チラシ配架スペースのほか
公民館新着情報（ブログ）に掲載

受付方法

参加者

男

計

『公民館だより』や個別のチラシ、ポスター等のほかに、一枚で広く公民館事業の周知
ができる媒体として、毎月発行することとした。併せて裏面の空きスペースを活用し、公
民館の役割や、主催事業の告知、実施報告などを掲載する。

月末になると、翌月号の配架についての問合せが多数あるほか、毎月の発行を楽しみ
しているとの声もあるほどに浸透してきている。また、令和５年度より『公民館の役割』を
連載し、公民館の理解を深める機会としている。

今後も一層、必要な情報を正確に伝えるためにレイアウト等を工夫し、見やすく、わかり
やすい魅力ある紙面づくりに努める。また、紙面の状況に応じ、サークルや地域情報を
掲載する等して、裏面に掲載するなど、発展的な活用について検討していきたい。

実施まで
の 経 過

毎月中順

毎月下旬

講堂、ギャラリーの催物
計画概要書等を参照し、
紙面作成
発行

月日（曜） 時 間
内 容 方法

講師・助言者の職名
氏　　　名合計

講堂利用団体による市民一
般を対象とした催物の周知

ギャラリー利用団体による市
民一般を対象とした展示会
等の周知

裏面に『公民館の役割に
ついて』連載



事 業 名
テ ー マ

なし

ね ら い

協力機関
及び団体

4・11・13

会 場

女
回 数 総時間数 合計

2月17日(火) 9:30～16:00 21 37

１回 21 37

企画運営
上の工夫

成　　果
参 加 者
の声など

課題と展望

【防災・防犯の拠点に関する事業（地区センター事業）】　中央公民館　16

第1回 粕壁地区防災研修会
（粕壁支部社協研修会）

対象
支部社協評議委員
(民生委員・児童委
員、自治会員等)

定員

防災体験を通じて、災害発生時に適切な意思決定や行動選択が出来るよう、災
害時の知識習得と意識向上を図る。

春日部市第１地域包括支援センター
特　色
位置づけ

防災・防犯の
拠点に関する
事業

SDGsの
目標No

東京都復興記念館
本所防災館

教　材
資料等

施設パンフレット

ＰＲ方法 支部社協評議委員あて案内通知

受付方法
12月25日（木）までに、春日部
市第１地域包括支援センターへ
申込み

参加者 講師・助言者の職名

男
合計
16

16

防災施設の視察を行い、実際の避難行動の練習や暴風雨などを体験する。
春日部市第１地域包括支援センターの協力のもと、防災研修を通じて支部社協
評議委員(民生委員・児童委員、自治会員等)と交流し、地域のつながりを広げ
る機会とする。

参加者からは、「東京都復興記念館では関東大震災に関する展示を見て、災害
の恐ろしさを改めて感じた。」「都市型水害体験では、水位10㎝でもドアを開
けることが困難だということを知って驚いた。」「火災の煙から避難する体験
時には、非常口の誘導灯に気づけずに、避難が遅れてしまった。非常時に適切
な判断や行動が出来るように、こうした体験が出来たことはとても良かった」
などの感想があった。

今後も日頃から災害に備えることの重要性を再確認していただく機会として、
実践的に学ぶことが出来る企画を検討していきたい。
災害時には地域のつながりが不可欠であるため、地域住民同士の交流を図って
いく。

実施まで
の 経 過

4月10日(木)
7月17日(木)
12月

打ち合わせ
内容決定
参加者募集
行程の確認

月日（曜） 時間
内　　　　容 方法

合計 氏　　　名

東京都復興記念館と霊
堂の見学

本所防災館の見学と防
災体験(地震、煙、暴風
雨、都市型水害)

視察
体験

東京都復興記念館職
員

防災体験ツアーイン
ストラクター



事 業 名
テ ー マ

60名

ね ら い

協力機関
及び団体

4・11・13

会 場

女
回 数 総時間数 合計

3月8日(日) 13:30～15:30 講話 2 29

発表

１回 2 29

企画運営
上の工夫

成　　果
参 加 者
の声など

課題と展望

中央公民館　17　【防災・防犯の拠点に関する事業（地区センター事業）】

第2回 粕壁地区防災研修会 対象

一般・粕壁地区自
治会連合会会員・
粕壁地区地域づく
り推進協議会委員

定員

地域住民の防災に対する意識を高め、災害時に自ら考え行動できる力を養うこ
とをねらいとする。地域における日頃からの自助・共助意識を高める。

粕壁地区自治会連合会
特　色
位置づけ

防災・防犯の
拠点に関する
事業

SDGsの
目標No

粕壁市民センター2階　大会議室
教　材
資料等

レジュメ、ハザードマップ

ＰＲ方法

粕壁地区各自治会及び粕壁地区
地域づくり推進協議会委員あて
案内通知
公民館だより2月号
ポスター

受付方法
当日までに、電話または直接、
粕壁市民センターへ申込み
（自治会は往復はがきにて）

参加者 講師・助言者の職名

男
合計
27

27

粕壁地区自治会連合会との連携を図り、粕壁地区自治会会長及び粕壁地区地域
づくり推進協議会委員へ開催を周知し、参加者の選出を依頼した。地域の防災
拠点である中央公民館を会場として、防災に関する理解を深める機会とした。

研修会の内容に関しては、多くの方に「大変満足」または「満足」の評価を頂
いた。参加者からは、「勉強になった。」「今後は、避難所の利用方法（プラ
イベートの保護、トイレの利用についてなど）について学びたい。」などの感
想があった。
今回の研修内容は水害に関するものだったが、今後は地震について学び、防災
訓練などの体験を希望する声が多くあった。

次年度以降も定期的に開催し、地域における防災意識の啓発に努めたい。自治
会関係者（役員等）のみならず各組・班など、より細部に防災への意識が浸透
していくような取り組みをしていきたい。今後の地域を担っていく若い世代か
らの参加があるとよい。

実施まで
の 経 過

12月14日(日)
12月26日(金)

1月9日(金)

2月

講師依頼
粕壁地区自治会連合会と
の打ち合わせ
粕壁地区自治会会長及び
粕壁地区地域づくり推進
協議会委員あて案内通知
参加者募集

月日（曜） 時間
内　　　　容 方法

合計 氏　　　名

歴史のなかの春日部の
水害・防災

春日部高等学校の防災
の取り組み
（スーパーサイエンスハイスクール）

マイ・タイムラインを
作って水害に備えよう！

実習

春日部市郷土資料館

主査　榎本　博

埼玉県立春日部高等
学校
教諭　中村　達郎

危機管理防災対策課　
主任　加藤　勇輝



事 業 名
テ ー マ

351名

ね ら い

協力機関
及び団体

4・11・13

会 場

女
回 数 総時間数 合計

1月31日(土)
10:00～
10:30

15 40

１回 30分 15 40

企画運営
上の工夫

成　　果
参 加 者
の声など

課題と展望

【防災・防犯の拠点に関する事業（地区センター事業）】中央公民館　18　

令和７年度
粕壁地区交通安全研修会

対象

一般・粕壁地区自治
会連合会会員・粕壁
地区地域づくり推進
協議会委員

定員

多発する高齢者等の交通事故の状況などについて学習し、地域住民の交通安全
に対する意識を高める。

主催 粕壁地区センター・粕壁地区
自治会連合会

特　色
位置づけ

防災・防犯の
拠点に関する
事業

SDGsの
目標No

粕壁市民センター（中央公民館）
講堂

教　材
資料等

ＤＶＤ「三遊亭小遊三の高齢者
の交通安全」

ＰＲ方法
粕壁地区各自治会へ周知
粕壁地区いきいきクラブ連絡協
議会へ周知

受付方法 自治会関係者より申込み

参加者 講師・助言者の職名

男
合計
25 交通安全まなび隊

（埼玉県より派遣）

25

粕壁地区自治会連合会ほか、関係団体との綿密な連携を図ったうえで実施内容
を調整し、各自治会へ開催を周知することとした。地域まちづくりの拠点のひ
とつである粕壁市民センター（中央公民館）にて、実際に地域住民が交通安全
への理解を深め、意識を高める機会とした。

埼玉県県民生活部の協力を受け、春日部市近郊で公演活動が可能な「交通安全
まなび隊」の講師を派遣いただくことができた。今回は地域に特化した「市民
センターまつり」におけるステージ部門開演前のプログラムと位置づけたこと
で、双方のプログラムへの来場を促進することができた。

自転車の交通ルールの改正を控えたなかでの専門的な解説もあり、良好な研修
の機会となった。今後も、地区内の自治会と連携を密にし、安心安全に地域で
生活できるよう、次年度以降もテーマを熟慮しつつ、地域における防犯意識や
交通安全意識の啓発につとめたい。また、同内容であっても、継続的な開催を
視野に入れ、自治会関係者（役員等）のみならず、各世帯に浸透していくよう
な取り組みを継続していきたい。反省事項としては、講師が持参した映像機器
の設営に時間を要したこと、及び機器の状態が良好でなく、映像の乱れが生じ
た。来場者からも多数、指摘があった。今後、視聴覚機器の手配等については
講師に一任でなく、事前の検証を徹底したい。

実施まで
の 経 過

11月

12月

埼玉県県民生活部 防
犯・交通安全課打合せ
（交通安全まなび隊派
遣について）

自治会連合会打合せ

月日（曜） 時間
内　　　　容 方法

合計 氏　　　名

防犯講習 高齢者の交通
安全について

講義



事 業 名
テ ー マ

定員 設けず

ね ら い

協力機関　　　
及び団体

SDGs
の目
標No

4.11

会 場

女
回 数 総時間数 合計

12月24日（水） 14:00～16:00 モルック  体験 25 42
折り紙でサンタクロースを作ろう 6 8

12月25日（木） 14:00～16:00 モルック 体験 5 9
折り紙でサンタクロースを作ろう 0 3

2月5日(木) 15:00～16:30 「遊びの広場」 体験 7 17
ビーチボール☆ストライク

勝ち抜けじゃんけんゲーム

ほか

３回 ５.５時間 43 79

企画運営
上の工夫

成  果
参加者の
声など

課題と展望

中央公民館　19　　　【こどもの居場所づくりに関する事業（地区センター事業）】

こどもの遊び場　（特別企画） 対 象 小学生

市民センター開所に伴い、小学生を対象としたこどもの遊び場を設置。
地域でこどもたちが、遊びのために利用できる場所を提供することで、こども
の居場所の充実を図る。

－
特　色
位置づけ

こどもの居場所
機能の充実

中央公民館　体育館、ギャラリー
教　材
資料等

職員で準備

ＰＲ方法
公民館だより
今月のお知らせ
ポスター・チラシ

受付方法
事前申し込みなし
当日、会場で受付
時間内出入り自由

参加者 講師・助言者の職名

男
合計
17 公民館職員
2
4
3

10

10

１２月開催分は、冬休みに合わせ、クリスマスにちなんだ企画を実施した。気
軽に参加してもらえるように事前申し込み等は行わず、時間内の出入りを自由
とした。簡単にできる軽スポーツと季節に合った折り紙の２つを実施すること
で、たくさんの小学生に参加してもらえるよう工夫した。２月開催分は、キッ
ズフェスティバルで実施した「年少リーダー企画」で好評だったものを実施し
た。気軽に参加してもらえるよう前回に引き続き事前申し込み等は行わず、時
間内の出入りを自由とした。

普段の遊び場を開設する時間帯にイベントを開催することで、こどもの遊び場
の認知を高めることをねらいとしたところ、一定数の参加者を得るとともに、
前年度比でこどもの遊び場利用人数も多くなっている。（粕壁市民センターの
こどもの遊び場は、令和７年度、豊春地区に次いで市内で二番目の利用人数と
なった。）また、粕壁市民センターまつり開催のため、専門家に制作を依頼
したバルーンを引き続き２月の企画で使用した。本
来であれば廃棄する消耗品であったが、制作者の許
可を得てこどもたちに配布したところ大変好評であ
った。アンケートでは「たくさんのあそびばがある
ので楽しかった。」、「つぎもやってほしい。」、
「風船をいっぱいもらったし、いろいろなあそびが
あって楽しい。」などの意見がよせられた。

急な衆議院議員総選挙が予定されたため、直前まで開催日程を確定できなかっ
たが、こどもの遊び場の常連となっている児童による口コミでの参加も多く、
おなじみの顔ぶれが参加した。今後は、SNSの活用、学校にチラシを配るなどし
て事前に開催を周知していきたい。「今度はドッジボールやおにごっごをした
い」との意見もあったため、次回は軽スポーツなど運動の出来るものを企画し
たい。

実施まで　　　
の 経 過
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